
記入例

代表者住所

代表者TEL

代表者Email

ボランティア設立日

構成メンバー

活動目的

主な活動内容・活動拠

点、直近の活動実績、

グループのPR

助成金名

助成額

直近の

助成年

本助成金申請額

項目 予算額 項目 予算額

繰越金 450 利用者・活動者食材費 115,200

利用者食材費

＠400×20名×12カ月
96,000 講師謝礼費 12,000

活動者食材費

＠400×4名×12カ月
19,200 講師交通費 3,500

ボランティア

活動保険＠250×4名
1,000 賃借料 2,000

ボランティア

活動助成金
20,000

消耗品備品費

チラシ製作インク・紙代
2,500

ボランティア

活動保険＠250×4名
1,000

合計 136,650 合計 136,200

助成金の使い道を

具体的に

ご記入ください。

ボランティア活動助成金申請書

申請

グループ

グループ名

ふりがな　　　　　な　　　　　はな

　　　　　　　　　菜　の　花

〒

代表者氏名

ふりがな　　　　　　しゃきょう　　たろう

　　　　　　　　　　　社協　太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　○○○ー○○○○ー○○○○

グループ

概要

　　　　　　　平成○○　年　　　○　月　　○　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　人

　　　　　年

　　　　　　　　　　　　　　　　２０，０００　　　　　　円

ボランティア活動助成金

を基にした収支予算
収入 支出

栄養学などを教えてくれる講師を招いて、勉強会を開催し、今後の献立作りに役立てていきたい。そのための

講師料と、交通費。会場を使う時の施設使用料などにあてたい。しかし勉強会は自分たちのグループだけに講師を

招くのはもったいない。定員20名位で、他の希望者も受入ていく。参加者を募集するための、チラシの製作をする。

助成金

過去５年間における

助成金の有無

（有の場合、助成金名・

助成額・助成年を記入）

　　　　　　　　　　　　　　　有　　　・　　　　無

　

　　　　　円

代表者の郵便番号、住所を記入ください。

Emailアドレスがあればご記入ください。

グループの活動目的をご記入ください。

記入ポイント！

【主な活動内容】

団体活動の概要を簡潔にご記入ください。

例）宅老所あっぽで第2土曜日１０：００～１３：３０ 食事作り

【直近の活動実績】

活動の回数や参加者数など、具体的な数値があればご記入ください。

例）令和６年度までは、宅老所じぃ＆ばぁで月１回（第３土曜日１０：００～１３：３０）食事作り

【グループのPR】

グループがこれまで取り組んできたことやグループの強みなどあればご記入ください。

例）令和６年度で宅老所じぃ＆ばぁが閉所のため、活動拠点を宅老所あっぽに変更する。

宅老所利用者には家庭的であたたかい食事をしてほしい。「高齢者に『食事を楽しみに、定期的に宅老所に

でかけたい』という外出機会のきっかけを作ってあげたい」という活動目的は設立当初より変わらない。

計画性

「審査基準一覧」の

どの審査項目に該当する

かを示しています。

日中連絡が取りやすい連絡

先をご記入ください。

書類の送付先をご記入くだ

さい。

収支予算は団体全体の予算

を記入ください。

助成金申請額と助成金活用

支出額は同じ額になるよう

にご記入ください。

別紙「令和７年度ボランティア活動助

成金につて」（３）の助成対象経費を

参照に、項目を記入し、金額根拠を具

体的に（用途、単価、数を）お書きく

ださい。



※本助成金は赤い羽根共同募金により市民から寄せられた寄付金によって賄われています。

※計画性、創造性、公益性、実現可能性等、総合的に判断して審査します。

助成金を

活用した

活動内容

これまでの活動の課題や

今後の目標

今年度の活動計画

今後高浜市の地域福祉

の発展に繋がる効果

記入ポイント！

【これまでの活動課題】

活動するうえで悩んでいることや困難に感じることをご記入ください。

例）同じメンバーで10年以上活動しているので、メンバーとの息はぴったり。反面、役割分担ができて

しまっているため、新しいメンバーの受入が難しい。また、メニューがマンネリ化してきた。

自分たちが楽しんで活動することができないと、提供する料理もそれなりのものではないかと悩ん

でいる。

【今後の目標や達成】

助成金の具体的な活用方法や、助成金を活用することによって課題がどのように改善でき

るかご記入ください。

例）普段、家で作るものと同じ料理を提供していたが、高齢者の食べやすいメニューや調理法など、

工夫していきたい。旬の野菜どう調理したら栄養値がいいかなど、今までと違った視点で新しい

メニューを提供していきたい。新しいメンバーの受入も考えたい。

創造性

実現可能性

公益性

計画性

記入ポイント！

・課題の解決、目標達成のための活動を具体的に「いつ」、「どこで」、「何を」、「どのように」

行うのかご記入ください。

・例のように時系列で、活動の全体の流れがわかるようにご記入ください。

・参加者数や実施回数など具体的な数値があればご記入ください。

・活動に必要となる経費を「ボランティア活動助成金を基にした収支予算」に反映してください。

例）毎月第3火曜日 宅老所あっぽ １０：００～１3：3０

秋ごろに募集をかけて、他の食事作りボランティアと一緒にクッキング勉強会を行う

９月 チラシ作成 あっぽやいきいき広場などでチラシを置いてもらう

一緒にボランティアしてくれる仲間の募集も同時にする

１0月 クッキング勉強会と食事作りボランティアの交流会

内容：講師による「健康クッキング」講義と実習

場所：あっぽまたはいきいき広場のクッキングスタジオ

講師：○○大学 管理栄養学科 教授▲▲氏

参加者：4 人（自グループ） → 別に１０名ほど募集する

参加費：無料 材料費は別途参加者より徴収

※助成金受け取り後に、手配購入したい為、開催時期を早めに行うことも考えている

記入ポイント！

・活動により社会や地域に対してどのような良い影響があるかご記入ください。

・活動に対する想いや熱意などがあればご記入ください。

例）勉強会は自分のグループだけでなく、他の食事作りボランティアへも参加を募る。

市内の食事作りボランティアは複数のグループ活動を行っている。大勢で勉強会に参加し学べば、

こども食堂で食事作りしている仲間にも役に立つと思う。わたしたちのグループは、こころも

からだも元気な高齢者が集まる場所づくりを目指す。他のグループが加わることで、こどもから

高齢者まで幅広い年齢層の高浜市民の健康と居場所づくりに貢献できる。また、交流を行うことで

情報交換をし、お互い今後の活動に役立てたい。

「審査基準一覧」の

どの審査項目に該当する

かを示しています。


